









































































































































仰ぎ見て所持となり、大聖慈寺円通院千手観音閣が落成し 際に圓明大師を通し それを閣内に奉納し 後に種々の奇瑞 現れた いう。この仏骨舎利の将来先が淮南しか詳細がわからないが、大聖慈寺の別院で仏骨舎利の供養が確かに行われていたことは成都の民衆 広く知られており、この事実が北宋期の西蜀仏教界における 奉迎活動の一面を物語っていると言えよう。　
一方、成都の郊外にある新都宝光寺は、早くも唐代に如来舎利が出






































































































































































































































































































































































































































































































































































































属図式はやはり成立し難く、そのような仏牙系統が存在する蓋然性は低いと思わざるを得ない。翻って、本稿で確認した諸系統の仏牙のうち、明瞭な伝承図式 持つものは、北宋一朝を通じて宮廷に秘蔵されていた唐崇聖寺 来の道宣神授仏牙であったことが 実視されるのであろう。　
古代中国において仏牙舎利は釈尊が涅槃後に遺した聖遺物として、

















































































































	 『册府元龜』に記される仏牙に関する史料が陳垣「仏牙故事」 （ 『人民日報』一九六一年七月二十日、 『陳垣集』中国社会科学出版社、一九九五、中国現代学術経典『陳垣巻』河北教育出版社、一九九六再録
（、
同











































































































































































































	 ［宋］宗鑒『釈門正統』巻八 （ 『卍続蔵』七五册
（。なお、譚世宝「兗州
興隆塔舎利与汶上太子霊踪塔舎利的比較研究」
（黄夏年二〇一一所収
（で
は「太子霊踪」名稱の由来について検討を行っている。
（
（（
	
趙頵の史料については『宋史』本伝のほか、 「趙頵墓誌」及び「趙頵
妻王氏墓誌」 （河南文物考古研究所編『北宋皇陵』一九九七に掲載
（が挙
げられる。
（
（（
	
汪海波二〇一一、五四頁、七〇～七一頁、一二〇頁。
（
（（
	
宝相寺出土仏牙について一説としては、宋徽宗の詩句 有求皆感応
無刹不分身」を徴引し、宋皇室の所蔵から分身されたものとされる。（註五六所掲譚世宝論文、三八八頁、註四七所掲温玉成論文一一五頁
（。
付記　
本
稿は二〇一三年度、教員短期国外研究 （研究課題・古代中国における石窟
寺院の礼儀空間の形成に関する研究、於中国北京
（研究成果の一部である。
（18）293
